
体感型デジタルアート＆ライヴ・ペインティング

ハンディキャップ対応

バリアフリー対応

2026年
7月17日（金）～8月2日（日）
開館時間－午前10時～午後5時
定休日・毎週月曜日 ※休日の場合は翌日火曜

クロストーク
7月26日 (日) 午後1時～2時
Jo Takahama & 高濱正伸 × ギャラリースタッフ

ライヴ・ペインティング
7月19日(日)・20日(月祝)・26日(日)・8月2日(日)
午後2時～4時

会場 : オーエンス八千代市民ギャラリー 第1・第2展示室
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体感型デジタルアート＆ライヴ・ペインティング

ハンディキャップ対応

バリアフリー対応

バリ ア フ リ ー

感じ、単純に喜び、描く

ジョーは、時にキャンバスへの一筆に一時間から二
時間を費やす。

そうして描かれた作品はどれも色鮮やかで、線の一
つひとつに躍動感があふれている。その力強い画面
には、風を肌で感じるだけで微笑む彼が見つめた世
界が息づいている。
ジョーの作品は、完成された形ではなく、「描く」
という行為そのものの喜びを描いている。

私たちは、なぜ描くのだろうか。

伝えるためか。
残すためか。

本展では、ジョーの絵画作品に加え、二つのコラボ
レーション作品を展開する。デジタルアートを用い
て幅広く活躍し、当館のギャラリーサポーターでも
あるアキさんとのコラボレーションによるデジタル
アート展示では、来館者の動きが時間差で壁面に投
影され、一つのデジタル絵画を描き出す。車いすを
ご利用の方を含め、誰もが身体を使って作品づくり
に参加でき、その体験は、来館者とともに完成する
もう一つのコラボレーション作品「ライブペイン
ティング」へとつながっていく。

身体を動かし、色を重ね、表現する。

本展が、一人ひとりの中にある「描かずにはいられ
ない理由」と出会うきっかけとなれば幸いである。

バリ アフ リ ー

開催イベント

クロストーク
Jo Takahama × 高濱正伸 × ギャラリースタッフ
7月26日（日）午後1時～2時
Jo Takahamaの父であり、はなまる学習塾創設者の高濱正伸氏と、
当ギャラリー美術担当・岩井のゑによるクロストークを開催します。

ライブペインティング
7月19日（日）・20日（月祝）・26日（日）・8月2日（日）
午後2時～4時
来館者参加型のライブペインティングを会期中の日曜日・祝日に開催
します。

参加費 ： 無料

Jo Takahama
ジョー・タカハマ

バリアフリー対応
多目的トイレ・車いす使用者用駐車スペースを完備しています。
車いすをご利用の方も安心してご来場いただけます。

ジョーと見つける
～私たちが描かずにはいられない理由～

Jo - Takahama sometimes spends one to two 
hours on a single brushstroke.
His paintings are filled with vivid colors and 
dynamic lines. Within their powerful energy 
lives the world he sees—a world that delights in 
something as simple as feeling the wind against 
his skin.
Rather than pursuing a finished image, Jo's work 
celebrates the very act of painting.
Why do we paint?
To communicate?
To leave something behind?
Alongside a selection of Jo - Takahama's 
paintings, this exhibition also features 
interactive installations that invite visitors to 
experience the joy of creating.
In the digital art installation, visitors' 
movements are recorded and projected onto 
the wall with a slight delay, gradually forming a 
living digital painting. Including wheelchair users, 
everyone can participate through movement, 
and the experience naturally leads into a 
collaborative live painting.
Move. Layer color. Express.
We hope this exhibition inspires each visitor to 
discover their own reason why they simply 
cannot help but create.

Born on February 10, 1999, in 
Saitama, Japan.
Diagnosed with cerebral palsy at the 
age of six months.
He began painting in the second 
grade of elementary school under 
the guidance of Satomi Asaba, 
founder of Growing Paintings, and 
continues his artistic practice today.
He graduated from the Elementary 
Division of Koshigaya Special Needs 
School and the Junior High and High 
School Divisions of Saitama Sakuraso 
Special Needs School.
He currently attends the Sakuraso 
Day Center.
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